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目的： 肥満又は妊娠糖尿病の妊婦の DHA 摂取が、新生児の DHA レベルに及ぼす影響を明らかにする。 

要旨： ドコサヘキサエン酸 (DHA) は、乳児の視覚及び認知機能の発達において、重要な栄養素であり、

妊娠中や授乳中の母親は、少なくとも 1 日あたり 200mg の DHA 摂取が推奨されている。最近の研

究で、肥満及び妊娠糖尿病（GDM）の妊婦では、胎盤への脂肪酸輸送の低下が報告されている。こ

うした状況は、出生時の新生児の DHA レベルに影響を及ぼす可能性がある。現状、肥満の妊婦を対

象とした、新生児の DHA レベルを評価した研究はない。本研究では、スペインの前向き母子コホー

トにおいて、肥満又は GDM の妊婦の DHA 摂取が新生児の DHA レベルに与える影響を調べた。 

本調査では、DHA 摂取状況が分かる参加者のうち、妊娠 24 週の 641 名を対象に血清の脂肪酸 

（FA）分析を行った。更に、345 名の臍帯静脈血、166 名の臍帯動脈血の FA を分析した。今回の調

査対象者のうち、49 名が GDM を罹患し、非 GDM 女性と血中の脂肪酸組成の違いを調べた。妊娠

中の食事は、妊娠 20 週目に食事摂取頻度アンケートを通じて評価し、参加者全般で DHA の食事摂

取量が推奨量（>200mg/日）を超えていた。 

妊娠中の非 GDM 女性の FA 分析の結果、DHA 補給（200 mg/日）により、母体の血清 DHA 量が

増加した。特に、妊娠前の BMI が正常～前肥満（18.5~29.9kg/m2）では、肥満（≥30kg/m2）より

も血清 DHA 量の有意な上昇が見られた。更に、BMI に関係なく、臍帯動静脈の血中 DHA 量が上昇

し、胎児への DHA 輸送量が増加していると考えられる。また、GDM 女性と非 GDM 女性の血清

DHA 量に差はなく、GDM 女性でも DHA 補給と血清中の DHA 量に関連性が見られた（p<0.001）。

しかし、GDM 女性は非 GDM 女性と比較して、臍帯静脈中の DHA 量が低い傾向を示し（p = 0.061）、

母体の DHA 補給と臍帯動静脈血中の DHA 量に関連性は見られなかったことから、新生児の DHA

レベルを高めることができていないと推測される。 

以上の結果、非 GDM 女性では、妊娠前の BMI に関係なく、妊娠中の DHA 補給による母親の

血清 DHA 量の増加が、新生児の DHA レベルの上昇に寄与することが示唆された。一方、GDM 女

性では、DHA 補給により、血清 DHA 量は増加したが、GDM を罹患すると胎児への DHA 輸送に支

障をきたし、臍帯血の DHA 量から推定される新生児の DHA レベルの低下が明らかとなった。従っ

て、GDM 女性から生まれた新生児は、出生後に DHA の強化を施す必要が有る。 

 


